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事  業  報  告  書

令和７年度は、介護人材の確保やサービスの質の向上といった課題に対応しつつ、コロナ禍

以降落ち込んだ利用者人数の安定確保に向け積極的に取り組み、利用者の尊厳と安全を最優先

とした運営に努めて参りました。

こうした中、特養部門では、利用者が楽しみや生きがいを持って過ごす事ができる行事やレ

クリエーション活動を実施し、併せてICTの導入・介護職の応用技術の平準化に取り組み、リ

スクの低減、職員の負担軽減に向けて努めました。またSNSによる介護人材確保・事業所需

要拡大に向けて継続的に発信を行いました。

デイサービス部門では、利用者や家族と共通の認識を持つことで、ニーズへの柔軟な対応で

家族の身体的・精神的負担の軽減に努めました。行事等では、買い物・ドライブといった集団

での活動を実施、また自宅でもできる軽体操を継続実施することで、自立支援に向けた生活活

動の維持・向上に取り組みました。

居宅部門では、地域に根差した事業所としての役割を果たすべく、関係機関との連携強化や

モニタリングを通じニーズや業務の効率化を進める事で支援の質の向上につなげ、運営面にお

いても利用者数の増加や稼働率の向上など収支面が改善、目標に近づく成果となりました。

包括部門では、身近な相談機関として多様な相談に応じるとともに地域住民等におけるニー

ズの早期発見と対応に努めました。また介護予防の普及啓発活動等を実施し、住民の理解促進

及び地域課題の共有・解決に向けた体制強化を図りました。

以上、これからも経営の見通しが立てづらい状況が続くと考えますが、社会情勢の変化を踏

まえ、業務の見直しや職員教育の充実に取り組みながら、福祉サービスの継続的な提供と、地

域貢献できる施設つくりに邁進して参りますので、一層のご支援・ご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

令和８年３月　　　　　　　　　

社会福祉法人　ふれあい福祉会

理　事　長　　楠　田　富　雄
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（介護福祉施設サービス）
（短 期 入 所 生 活 介 護）
（介護予防短期入所生活介護）

特別養護老人ホームふれあいの里
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1.　活動状況
利用者が日々の生活の中で楽しみや生きがいを持って過ごす事ができる様、季節に応じた行事

の提供やレクリエーション活動を実施し、生活支援の充実に努めました。
安全対策としては、見守り機器（眠りスキャン・眠りスキャンアイ）の活用および生活環境の

整備を進め、転倒・転落リスクの低減を図るとともに、利用者の安全確保と職員の負担軽減に取
り組みました。

感染対策においては、予防策の徹底と来所者への衛生協力を実施した結果、施設内における感
染症発生を抑制することができました。

防災分野においては、定期的な防災訓練を実施し、職員の防災意識の向上と対応マニュアルの
実践を通じて、危機管理体制の強化を図りました。

人材不足への対応としては、SNSを活用した継続的な情報発信を実施するとともに、業務内
容の見直しやICTの積極的活用、福祉用具の最適運用により、業務の効率化とケアの質の維持・
向上に取り組みました。

２．援助の概要
⑴　職員体制 令和８年３月 31 日現在

職種
区分 総数 施設長 事務員 生　活

相談員
介　護
職　員

看　護
職　員 栄養士 調理員 医　師 その他

正 48 1 4 3 26 4 2 8
臨　時 2 1 1
パート 7 2 2 3
嘱　託 2 2

計 59 1 4 3 28 5 2 10 2 4
※その他は理学療法士、洗濯・清掃、介護職員で育休中の 1 名を除く

⑵　入退所状況
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

入
退
所

入　所 7 5 5 4 2 2 2 1 5 6 4 4 47 〔22〕
退 所 7 2 2 5 2 2 3 5 3 3 2 36 〔31〕

退
所
の
内
訳

死 亡 4 1 1 4 2 1 3 4 3 3 1 27 〔26〕
入 院 3 1 1 1 1 7 〔5〕
その他 1 1 2 〔0〕

※男女別内訳　○入所（男性 13 名　女性 34 名）　　○退所（男性 3 名　女性 33 名）　　※その他は他施設転出など

⑶　性別年齢別
60 歳以上
65 歳未満

65 歳以上
70 歳未満

70 歳以上
75 歳未満

75 歳以上
80 歳未満

80 歳以上
85 歳未満

85 歳以上
90 歳未満

90 歳以上
95 歳未満

95 歳以上
100 歳未満

100 歳
以上 合計 最高 最低 平均

男性 1 3 3 3 6 5 2 23 98歳 69歳 85歳
女性 1 2 2 2 6 16 16 7 3 55 106歳 63歳 88歳
計 1 3 5 5 9 22 21 9 3 78 106歳 63歳 87歳
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⑷　性別在所年数� 〔前年度計〕

1 年未満 1 年以上
2 年未満

2 年以上
3 年未満

3 年以上
4 年未満

4 年以上
5 年未満 5 年以上 合計 最高 最低 平均

男性 12 3 3 1 1 3 23 11年2ヶ月 13日 2年  1ヶ月
女性 29 7 7 3 2 7 55 15年 8日 2年10ヶ月
計 41 10 10 4 3 10 78 15年 8日 2年  2ヶ月

〔67〕

⑸　サービス担当者会議件数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
件数 16 14 13 15 13 14 17 13 15 15 17 12 174 〔129〕

⑹　受診・往診

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
受診回数 19 24 21 22 16 26 15 18 13 19 12 25 230 〔331〕
往診回数 20 33 37 51 41 39 47 46 44 38 46 43 485 〔321〕
回診回数 89 83 85 86 100 87 82 41 88 82 80 86 989 〔1,079〕 

※往診はそれ以外の医療機関（萩原眼科、みらいデンタルクリニック、日向歯科診療所）、回診は嘱託医（溝口 Dr、田原 Dr）

⑺　入　院

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
人数 1 5 2 2 7 4 6 7 2 6 1 43 〔59〕

⑻　入所希望者の状況

人数 50 〔0〕

⑼　要介護度別利用者

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 未判定 合計
30 31 17 78

（平均要介護度 3.83） 〔3.98〕

⑽　月別利用状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
延人数 1,906 2,011 2,056 2,133 2,177 2,071 2,072 2,002 2,080 2,057 2,005 2,299 24,869 〔24,359〕
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３．短期入所（ショートステイ）利用状況� 〔前年度計〕

⑴　要介護度別利用者

要支援 1 要支援 2 合計
1 1 2 〔0〕

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 合計
16 21 10 6 53 〔59〕

⑵　月別利用状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
延 人 数 22 163 152 146 110 147 116 112 105 112 120 130 1,435 〔1,333〕

⑶　サービス担当者会議件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
回　　数 11 5 2 15 7 3 6 11 2 13 7 2 84 〔93〕
新規契約 1 1 4 2 2 1 1 2 1 15 〔21〕

４．給食の状況

給食内訳および総食数 サービス別食数 給食費 1 人
当たり月平均
（単位：円）月 常食 軟飯 粥 総食数 長期 短期 デイ

４ 1,282 1,111 3,945 6,338 5,780 59 499 1,131 〔963〕

５ 1,704 1,333 4,029 7,066 6,114 431 521 975 〔927〕

６ 1,799 1,325 4,004 7,128 6,247 403 478 1,030 〔840〕

７ 1,853 1,355 4,147 7,355 6,456 378 521 1,026 〔960〕

８ 1,761 1,374 4,265 7,400 6,602 280 518 1,031 〔1,014〕

９ 1,624 1,362 4,226 7,212 6,278 388 546 1,090 〔927〕

10 1,847 1,022 4,286 7,155 6,290 298 567 1,135 〔993〕

11 1,728 940 4,203 6,871 6,062 298 511 1,030 〔1,002〕

12 1,737 1,024 4,327 7,088 6,306 258 524 1,137 〔1,317〕

１ 1,718 1,162 4,123 7,003 6,244 287 472 1,009 〔957〕

２ 1,919 1,118 3,835 6,872 6,087 315 470 999 〔933〕

３ 1,946 1,506 4,338 7,790 6,982 339 469 1,038 〔924〕

計 20,918 14,632 49,728 85,278 75,448 3,734 6,096 12,631

平均 1,743 1,219 4,144 7,107 6,287 311 508 1,053 〔980〕
※小数点以下切り上げ
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⑴　各種会議および研修会（外部）　※資格試験含む

月 日 出　張　内　容 （出 張 先） 参加人数

4 8 介護支援専門員実務研修 （宮崎市） 1
22 1

5 1 介護支援専門員実務研修 （宮崎市） 1
12 1

6
21 介護福祉士実習指導者講習会 （宮崎市） 1
22 1
25 介護福祉士養成実務者研修 1

7

2 介護福祉士養成実務者研修 1
9 介護福祉士養成実務者研修 1
12 介護福祉士実習指導者講習会 （宮崎市） 1
13 1
16 介護福祉士養成実務者研修 1
16 JA 関連福祉施設運営研究会　施設長研修会 （都城市） 2
17 2
18 特養県北ブロック　第 1 回施設長研修会 （高鍋町） 1
23 介護福祉士養成実務者研修 1
28 介護福祉士養成実務者研修 1

8

4 特養県北ブロック　看護職員研修会 1
28 介護福祉士養成実務者研修 1
18 介護福祉士養成実務者研修 1
19 特養県北ブロック　栄養士・調理員研修会 （日向市） 1
25 介護福祉士養成実務者研修 1

9

1 介護福祉士養成実務者研修 1
4 介護福祉士養成実務者研修 1
8 介護福祉士養成実務者研修 1
9 1
11 介護福祉士養成実務者研修 1
14 利用者にやさしい、明日からでもできる排痰研修 （宮崎市） 1
22 介護福祉士養成実務者研修 1
24 特養県北ブロック　介護職員研修会 （川南町） 1

10

8 安全運転管理者講習 1
12 介護支援専門員実務研修受講試験 （宮崎市） 1
22 社会福祉法人経営青年会セミナー （宮崎市） 1
24 特養県北ブロック　事務長研修会 （日向市） 1

11

2 介護現場従事者のための実践的フットケア （宮崎市） 1
9 KTSM 実技セミナー　食事介助技術 （宮崎市） 1
13 特養県北ブロック　生活相談員研修会 1
14 JA 関連福祉施設運営研究会　施設長研修会 （小林市） 2
15 2
18 JA 関連福祉施設運営研究会　一般職員視察研修 （佐土原町） 3
20 介護労働者雇用管理責任者講習 （宮崎市） 1
21 特養県北ブロック　第 2 回施設長研修会 1

12

1 SNS による情報発信研修 （宮崎市） 1
8 喀痰吸引指導者研修 1
12 医療と介護の未来展 （宮崎市） 1
17 介護生産性向上セミナー 1

1

14 介護支援専門員実務研修 （宮崎市） 1
21 介護労働者雇用管理責任者講習 （宮崎市） 1
25 介護福祉士国家試験 （宮崎市） 2
26 介護支援専門員実務研修 （宮崎市） 1
27 1

2
6 特養県北ブロック　第 3 回施設長研修会 （日向市） 1
6 外国人材活用セミナー 3
18 宮崎県老人福祉サービス研究大会 （宮崎市） 1

3
11 介護支援専門員実務研修 （宮崎市） 1
25 介護支援専門員実務研修 （宮崎市） 1
30 介護職員初任者研修 1

計 66 〔40〕

５．職員関係
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⑵　研修会（内部）

項目
月日

実　　　施 参加
人数 内　　　容

4 22 BCP 策定、防災委員会、安全対
策委員会、感染予防委員会 12 BCP 研修（机上訓練）　

5

9 BCP 策定、防災委員会、安全対
策委員会 62 BCP 研修（机上訓練）

※資料配布のみ 18 名

13 安全対策委員会 44
介護現場のリスクマネジメント、ヒヤリ
ハット・事故報告書の書き方と活かし方、
記録演習と点検
※資料配布のみ 22 名

28 BCP 策定、防災委員会、安全対
策委員会 88 総合防災訓練（BCP シミュレーション訓練）

6 11

感染症および、食中毒防止委員
会、安全対策委員会、接遇・業
務改善委員会（リハビリ係）、
身体拘束廃止委員会（人権擁護・
虐待防止）

49
介護事業所・施設で起きやすい食中毒、食
中毒が繁殖する条件、アルツハイマー型認
知症の予防法
※資料配布のみ　26 名

7 15
口腔衛生管理体制、褥瘡対策委
員会、感染症および食中毒防止
委員会、安全対策委員会、接遇・
業務改善委員会（リハビリ係）

45
口腔衛生管理、ベッド・車いすのポジショ
ニング、移乗サポート用品
※資料配布のみ　27 名

8 12

身体拘束廃止委員会（人権擁護・
虐待防止）、ハラスメント対策、
感染症および食中毒防止委員
会、接遇・業務改善委員会（看
取り係）

42 精神的ケア、ターミナルケアと看取りケア
※資料配布のみ　22 名

9
9 安全対策委員会、接遇・業務改

善委員会 45 危険予知トレーニング
※資料配布のみ　29 名

9 BCP 策定、防災委員会 34 炊き出し訓練（BCP シミュレーション訓練）

10
14

身体拘束廃止委員会（人権擁護・
虐待防止）、接遇・業務改善委
員会

46 接遇、よくある事例から学ぶ接遇マナー　
※資料配布のみ　31 名

31 BCP 策定、防災委員会 70 総合防災訓練（BCP シミュレーション訓練）

11 28
口腔衛生管理体制、感染症およ
び食中毒防止委員会、安全対策
委員会、接遇・業務改善委員会

45
口腔衛生管理、KTSM（口から食べる幸せ
を守る会）包括的スキル・実技
※資料配布のみ　30 名

12
9

BCP 策定、安全対策委員会、感
染症および食中毒防止委員会、
接遇・業務改善委員会

6 みんなですっきり大作戦（スタッフルーム・
倉庫整理）、BCP シミュレーション訓練

9 BCP 策定、感染症および食中毒
防止委員会 6 手洗いチェッカー

（BCP シミュレーション訓練）14

1 13 安全対策委員会、接遇・業務改
善委員会 44

安全においしく食べ続けるための食べ方と
食事介助
※資料配布　30 名

2 6 安全対策委員会、感染症および
食中毒防止委員会、BCP 策定 62

感染症対策、吐物処理（BCP シミュレーショ
ン訓練）
※資料配布　43 名

3 10
接遇・処遇改善委員会（看取り
係）、身体拘束廃止委員会（人
権擁護・虐待防止）

45
エンディングを踏まえた介助、ターミナル
ケア
※資料配布のみ　29 名

計 745〔409〕
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⑴　ふれあいクラブ（星ユニット）
項目

月日
実　　　施 参加

人数 内　　　容

5 11 母の日　写真撮影 15 母の日の写真撮影を行いました｡ 皆さん笑顔で
とてもいい表情をされていました｡

6 15 父の日　写真撮影 7 父の日の写真撮影を行いました｡｢はい、チーズ」
の声掛けすると笑顔になり喜ばれていました｡

7

5 集団体操（PT） 10
サランラップの芯や水の入ったペットボトル、
ゴムボールを使い、楽しそうにリハビリをされ
ていました。

11 七夕ドライブ 4 山下アーケードへ七夕ドライブへ出かける。皆
さん一生懸命、飾り物を観賞していました。

19 集団体操（PT） 15 ボールや棒を使用し楽しく体を動かしました｡

27 フロートパーティー 30 柔らかいゼリーにアイスをのせたおやつで皆さ
ん「おいしい」と大変喜ばれていました。

8 17 集団体操（PT） 20 先生を中心に棒やボールを使用し腕や足のリハ
ビリを行いました｡  

9

7 集団体操（PT） 10 ラップの芯やボールを使い生きいきと運動をさ
れていました。

21 集団体操（PT） 11 準備体操した後に、ボールやペットボトルを使
い皆さん、一生懸命取り組んでいました。

21 敬老会 7
100 歳と 88 歳の方の表彰式を行いました。7
名の表彰者のご家族も一緒にゆっくりと過ごさ
れました｡

10
5 集団体操（PT） 13 先生を中心に棒やボールを使用し腕や足のリハ

ビリを行いました｡   

17 花火観賞 3 怖がる方､ 楽しまれる方と様々でした｡ 行き帰
りの車内も賑やかでした。

11
1 常若祭 6 玄関前にお神輿隊がこられ皆さんで見学しまし

た。

16 集団体操（PT） 9 先生の言葉と動きに合わせてボールなどを使い
楽しそうに運動されていました。

12 7 集団体操（PT） 15
ペットボトル ･ ラップの芯 ･ ボールを使い､ 先
生の指示のもと､ 手足を動かしリハビリを行い
ました。

1
1 カラオケ大会・お屠蘇 13 久しぶりのカラオケに、緊張していた様子でし

た。お屠蘇は、ペロリと飲み干していました。

18 集団体操（PT） 13 ボールやペットボトル等を使用し先生の指示の
もと運動しました｡

2
15 集団体操（PT） 16

ペットボトル ･ ラップの芯 ･ ボールを使い､ 先
生の指示のもと､ 手足を動かしリハビリを行い
ました。

20 チョコレートパーティ 44 3 種類のケーキと 2 種類のジュース ･ ハート型
のムースを楽しみました｡

3 15 集団体操（PT） 17 星ホールで道具使用し先生の指示のもと運動し
ました｡

計 278 〔287〕

６．各種クラブ等
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⑵　ふれあいクラブ　（虹ユニット）
項目

月日
実　　　施 参加

人数 内　　　容

5

穏やかな天気の日に外気浴
を数人ずつ 1 ケ月かけて行
う

17

花壇の花や田んぼ・山の若葉を直接見て温かい
風を肌で感じられ中には花壇の草むしりや花を
摘もうとする方などもおられ気分転換できまし
た。

24 集団体操（PT） 11
手､ 足の体操から始まり､ ペットボトル ･ ボー
ルを使った運動をしました｡ 声を出して数えた
りすることも大事だと言われていました｡

27 ミニ運動会 24
ハチマキを付けた瞬間皆さん力が入り「えい、
えいおー」と声を出されていた。とても楽しま
れ様子でした。

6

7 集団体操（PT） 12 先生の声に合わせて腕を伸ばしたり曲げたり皆
さん積極的に体を動かされていました。

8 あじさい作り 10

皆さん、協力して紫陽花の花びらを一つ一つ丁
寧に貼り付け、きれいな紫陽花が完成しました。
作業中、真剣な表情、出来上がったらとびっき
りの笑顔でした。

21 集団体操（PT） 13
道具を使って手足の運動を先生の声に合わせて
行いますした。皆さんいつも以上に体が動いて
いるようでした。

7

5 集団体操（PT） 12 皆さん、真剣な表情で参加されました。体を動
かし最後はすっきりされたご様子でした。

11 七夕ドライブ 5
七夕ドライブに山下新天街へ。暑い中でしたが
久しぶりの新天街や七夕飾りに皆さん喜ばれて
いらっしゃいました。

18 ふれあい喫茶（パン） 21 久しぶりのパンに美味しいと笑顔がみられまし
た。パンの種類もあり喜んでいただけました

19 集団体操（PT） 12
先生の声に合わせて皆さん真剣にボールやペッ
トボトルを上 ･ 下 ･ 左右に動かしていました。
真剣に取り組み体の動きも良いようでした。

8

3 集団体操（PT） 10 道具を使い体を動かしました。いつもより動い
ていたようでした。

7 給食委員会（アイスバイキ
ング） 19

好きなアイスクリームを 2 種類選んでもらい､
皆さんでいただきました｡ 久しぶりの冷たいデ
ザートに美味しいわと笑顔が沢山みられていま
した。

17 集団体操（PT） 12 皆さんで声を出して元気よく体を動かされてい
ました。

19 ふれあい喫茶（水饅頭） 24
数種類の水饅頭から選んでいただきました。半
透明で涼しげな和菓子を皆さんおいしそうに召
し上がっていました。

9

8 防災訓練（炊き出し） 24 非常食を昼食で提供。いつもと違うご飯に ｢固
い｣・｢美味しい｣ と様々な意見を頂きました。

21 敬老会 25

施設からのプレゼントや手作りのボードに笑顔
を見せ喜んでいただけた様でした｡ ご家族と一
緒に歌を披露される方もあり楽しい時間となり
ました｡

24 ふれあい喫茶（おはぎ） 24
おはぎを提供。「おいしい」「まだないとー」「な
つかしい」などの声があり笑顔で召し上がって
いました。
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項目
月日

実　　　施 参加
人数 内　　　容

10

5 集団体操（PT） 13
季節の話から始まりボールやペットボトルを使
用し皆さんリズムをとりながら体を動かされて
いました。

17 花火鑑賞 3 「きれいだ｣ と喜ばれていました。

19 集団体操（PT） 13 皆さん生き生きとした表情で一生懸命運動され
る。

30 給食委員会（パン食） 25
数種類の中からパンを選んでもらい皆さんお好
みのパンをおいしそうに召し上がっていまし
た。

31 総合防災訓練 12 天気が悪く室内となりましたが、皆さん真剣な
まなざしで訓練に取り組まれていました。

11

16 集団体操（PT） 9 ペットボトルやボールを使用して掛け声と共に
身体を動かしました。

19 ふれあい喫茶（焼き芋） 15
職員がさつま芋を炭で焼いて皆さんに食べて貰
いました。「甘い」「美味しい」と言って皆さん
笑顔で召し上がっていました。

12
7 集団体操（PT） 11 皆で体を動かし､ 心も体もポカポカになりまし

た。

25 クリスマス・忘年会 24 くじ引きにてクリスマスプレゼント。温かい
コーヒーにケーキで和やかに行いました。

1

1 お屠蘇 23
新年のお祝いをしました。ちょっと口を付ける
方、おかわりをする方みなさん久々のお酒や雰
囲気を楽しまれていました。

2 おみくじ 24 今年の運勢をおみくじで。大吉が出るととびっ
きりの笑顔で喜んでいただいたようでした。

11 集団体操（PT） 14 新年 1 回目のリハビリ。外は雪も時折ちらつい
ていたが、皆さん元気に運動に励まれていた。

18 集団体操（PT） 10 ボールやラップ芯を片手に器用に動かしながら
体操されていました。

23 ふれあい喫茶（甘酒） 27 甘酒が好きな方が多く、温かい甘酒を「美味し
い」と喜ばれていました。

2

1 集団体操（PT） 12 先生の真似をし腕を高く上げたり伸ばしたりと
皆さん意欲的に取り組まれていました。

13 給食委員会
（チョコパーティー） 24 チョコをつけたイチゴやカステラを召し上がり

｢美味しい！｣ と笑顔が沢山みられました。

15 集団体操（PT） 14
ペットボトル ･ ラップの芯 ･ ボールを使い､ 先
生の指示のもと､ 手足を動かしリハビリを行い
ました。

3

6 ふれあい喫茶（たこ焼き） 25
スタッフが皆さんの前でたこ焼きを実演。出来
たて、ソースの香りに皆さんいつもより食事が
進んでいるようでした。

15 集団体操（PT） 14
先生の声に合わせて皆さん上半身の運動や足を
動かしたり意欲的にリハビリをされていまし
た。

24 ふれあい喫茶
（桜餅と日本茶） 28 桜もちと日本茶を準備。皆さん、桜の香りに笑

顔となり「おいしい」と喜んでいただけました。
計 618 〔414〕
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⑷　リハビリテーション
各ユニットで月 2 回ずつ理学療法士による個別運動・指示確認を実施しています。
※集団体操を除く。
星ユニット

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

人数 4 2 1 2 4 4 17 〔18〕

虹ユニット
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

人数 3 5 3 2 3 16 〔8〕

⑸　音楽クラブ
音楽セラピストによる音楽療法を各ユニット月 1 回ずつ実施しています。
星ユニット

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

人数 13 13 16 15 15 17 21 23 15 16 12 176 〔295〕
※利用者コロナウィルス対応のため 4 月は実施していません

虹ユニット
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

人数 34 31 10 12 9 15 13 13 11 14 13 175 〔210〕
※利用者コロナウィルス対応のため 4 月は実施していません。
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⑴　防災委員会

項目
月日

実　　　施 参加
人数 内　　　容

4 25 委員会活動計画 3 活動計画について検討する。

5 28 第 1 回総合防災訓練 88

地震発生後に給食室より火災発生を想定。
BCP に基づく火元確認後の通報訓練、初期
消火訓練、施設南側テラスへの避難誘導訓
練を行う。

6 29 防災自主訓練 4
梅雨前線発達による線状降水帯の発生を想
定し、避難水位の確認と避難誘導訓練を行
う。

7 27 防災自主訓練 4
台風接近による沖田川氾濫で施設浸水を想
定し、各居室コンセント・ブレーカー位置・
操作方法等について共有を行う。

8 12 防災自主訓練 6 台風接近による沖田川氾濫で施設浸水を想
定し、ベッドでの避難誘導訓練を行う。

9 9 炊き出し訓練 34 期限の迫った非常食を使用し、炊き出し訓
練を行う。

10 31 第 2 回総合防災訓練 70

地震発生後に洗濯室より火災発生。火元確
認後の通報訓練、初期消火訓練、雨天によ
り施設東側虹ユニットホールへの避難誘導
訓練を行う。

11 30 防災自主訓練 4
夜間巡視中に虹ユニットホールのテレビ周
辺からの火災発生を想定し、初期消化、避
難誘導訓練を行う。

12 15 夜間想定訓練 53 夜間帯に火災及び非常事態の発生を想定
し、緊急連絡・集合訓練を行う。

1 11 防災自主訓練 2
虹ユニット入口の防火扉の開閉方法・非常
口の電子ロック解錠方法についての確認と
共有を行う。

2 13 消火器の取り扱い方法 6 南日本環境センター職員による消火器の取
り扱い方法の指導を受ける。

3
20 防災自主訓練 6

虹ユニット給湯室より火災発生。初期消火
が困難とし、星ユニットホールへの避難誘
導訓練を行う。

20 委員会活動振り返り 3 委員会活動についての振り返りを行う。

計 283 〔322〕

７．各種委員会等
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⑵　感染症および食中毒防止委員会

項目
月日

検討項目 内　　　容

4
4 現対象者の具体的な処遇方

針、必要な事項

星ユニットコロナ陽性者の情報共有、感染拡大
防止・入所受入れ・家族面会等について協議す
る。

24 委員会活動計画 活動計画について検討する。

3 24 委員会活動振り返り 委員会活動についての振り返りを行う。

⑶　身体拘束廃止委員会

項目
月日

検討項目 内　　　容

4 15 委員会活動計画 活動計画について検討する。

7 21 その他必要な事項 入院中の利用者（鼻腔栄養）の状況共有、退院後
の施設対応方針について協議する。

9 23 現対象者の具体的な処遇方針、
その他必要な事項

鼻腔栄養者の状況共有、身体拘束の必要性の協議
と今後の家族意向等について確認する。

12 18 現対象者の具体的な処遇方針、
その他必要な事項

排泄汚染行為や搔きむしり等のある利用者のピッ
クアップとその対応について協議する。

3
24 現対象者の具体的な処遇方針、

その他必要な事項
グレーゾーン対象者 3 名の状況確認、入院者の状
況変化（胃ろう）への対応について協議する。

24 委員会活動振り返り 委員会活動についての振り返りを行う。
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⑷　接遇・業務改善委員会
項目

月日
検討項目 内　　　容

4 22
委員会活動計画、各部署状況の共有、
必要な事項、生産性向上推進（安全
対策の検討及び取組状況の確認）

活動計画について検討する。物品整理の評価、夜勤休憩時間、ヒヤリハッ
ト・事故報告書様式等について協議する。

5 20
各部署状況の共有、必要な事項

利用者処遇、体位変換と巡視方法、リフトの活用推進、定期行事、「気づ
きシート」集約による業務改善事項の取組等について協議する。

6 17
ノーリフティングケアの推進、PC システム内のエクセル文書の活用、機
器の定期チェック、看取り利用者死去後の嘱託医報告タイミング、ショー
ト多動利用者の対応等について協議する。

7 22
各部署状況の共有、必要な事項、生
産性向上推進（安全対策の検討及び
取組状況の確認）

リフト活用・介助バー追加購入、利用者の転倒リスク、ストレスチェック、
施設看取り介護方針と嘱託医対応等について協議する。

8 19
各部署状況の共有、必要な事項、デ
スカンファレンス（2 名）

福祉用具のデモ検討、利用者情報のエクセル入力による申し送り、星ユ
ニットへの業務協力体制、利用者の持ち込み品、生け花クラブ・PT・音
楽クラブの実施等について協議する。

9 23
リフトスリングシートデモ使用検討、ケア記録入力内容、フォローアッ
プ研修、看取り介護利用者死去後の送り出し、看取り介護検討中の利用
者対応等について協議する。

10 21
各部署状況の共有、必要な事項、生
産性向上推進（安全対策の検討及び
取組状況の確認）、デスカンファレン
ス（2 名）

リフト使用状況確認、個別利用者介助方法、新人介護職員の状況の共有
と今後の対応、眠りスキャン不具合への対応等について協議する。

11 18 各部署状況の共有、必要な事項
夜間の利用者救急搬送の同行対応、エアマット導入、委員会の活動状況
と取組依頼内容、敬寿園との情報共有後の活用、フォローアップ研修の
実施方法、身体拘束・虐待防止・人権擁護等について協議する。

12 16 各部署状況の共有、必要な事項、デ
スカンファレンス（4 名）

『リハビリ係』と『眠りスキャン・タブレット活用推進委員会』での協議
内容確認、夜勤申し送りの在り方、フォローアップ研修内容の検討等に
ついて協議する。

1 20
各部署状況の共有、必要な事項、生
産性向上推進（安全対策の検討及び
取組状況の確認）、デスカンファレン
ス（2 名）

転倒を繰り返す利用者への対応、　『眠りスキャン・タブレット活用推進
委員会』での協議内容確認、エアマットレンタル導入における留意点、フォ
ローアップ研修、食事用エプロン、新人介護職員の対応等について協議
する。

2 17 各部署状況の共有、必要な事項、デ
スカンファレンス（1 名）

利用者の誕生日プレゼント、看取り介護対象者の服薬、転倒防止対策、
入所調整と業務負担軽減対策、家族面会、食事介助に関するリスク同意
書取り扱い等について協議する。

3 24
各部署状況の共有、必要な事項、デ
スカンファレンス（1 名）

利用者個別食事形態、星ユニットホール施錠、インカムデモ使用、『眠り
スキャン・タブレット活用推進委員会』での協議内容確認、次年度の業
務改善等について協議する。

委員会活動振り返り 委員会活動についての振り返りを行う。

⑸　広報委員会
　3ヶ月毎に園だより「かけはし」を発行する外、随時、SNS（インスタグラムやライン）を
通じて施設の様子を発信しました。

８．実習生受入状況� 〔前年度計〕

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
実人数 2 4 2 4 5 2 1 20 〔17〕
延人数 20 19 9 30 9 8 2 97 〔106〕

　受入先
　・門川高校（福祉科）
　・ウルスラ学園高校（看護科）
　・介護労働講習（県）

９．ボランティア受入状況
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

人数 13 11 24 〔3〕

　※学生によるピアノ演奏、ひょっとこ踊りのボランティア活動として受け入れを行いました。
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ふれあいの里デイサービスセンター
（（通　所　介　通　所　介　護）護）

介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業
（通所介護相当サービス）（通所介護相当サービス）
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１．活動状況
利用者やご家族とサービスを提供する私たち事業所が、関わりのある全ての事業所と共通の

認識の上でより良いサービス提供ができるように積極的にサービス担当者会議に出席し、本人
の自立支援と相談・助言によるご家族の身体的・精神的負担の軽減にも努めました。

レクリエーションや行事では、感染症流行期は内容や活動を制限して実施していましたが、
買い物や初詣などのドライブといった屋外活動や運動会といった集団での活動を久しぶりに実
施することで意欲の向上につながり好評を得ました。

またそれ以外にも、季節に応じた装飾品の作成や個別で行うレクリエーション、自宅でもで
きる『口腔体操』や軽体操も継続して実施することで、自立支援に向けた生活活動の維持・向
上にも努めました。

安全対策面では、ヒヤリ・ハットの活用による事故防止と削減、早期対応について職員への
意識づけを進めるとともに、感染症対策や虐待防止の委員会を実施し内部研修を充実させるこ
とで、資質向上や自己研鑚に励みました。

２．研修報告� ※参考〔前年度計〕
月 日 研  修  内  容 参加人数
5 13 虐待防止（対人援助職の倫理） 6

7 7 ひなたの福祉講座（講師） 1
25 感染症対策研修 5

9 13 老サ協交換研修 1
10 14 虐待防止研修（再発防止とセルフチェック分析） 7
1 15 虐待防止研修（セルフチェック） 1

2
6 感染症対策研修（吐物処理」） 1
12 虐待防止研修（事例紹介） 5
13 令和 7年度集団指導（オンライン） 1

計 28 〔24〕

３．利用者状況
１．通所介護
⑴　要介護度別利用者

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 計
36 24 5 6 71 〔58〕

⑵　月別利用状況
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

延 人 数 420 429 391 429 421 435 451 410 412 363 374 372 4,907 〔4,954〕

２．総合事業
⑴　要支援別利用者

事業対象者 要支援 1 要支援２ 計
2 7 6 15 〔20〕

⑵　月別利用状況
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

延 人 数 50 62 60 63 66 84 85 76 82 84 72 70 854 〔652〕
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４．主な行事

月 内　　　容

4 鯉のぼり飾り作製・花見ドライブ・脳トレ・個別レク・防災訓練
広報「ふれあい」発行

5 花壇・畑作り・野菜収穫・買い物ドライブ・防災訓練

6 七夕飾り個人製作・音楽クラブ・ゲーム・脳トレ・防災訓練

7 七夕ドライブ・日替わりレクリエーション・園芸・音楽クラブ・防災訓練
広報「ふれあい」発行

8 個別レク・脳トレ・夏祭り・防災訓練

9 日替わりレクリエーション・敬老会・回想法・個別レク・防災訓練

10 大運動会・さつまいも収穫・脳トレ・個別レク・防災訓練
広報「ふれあい」発行

11 頭の体操・秋のドライブ・日替わりレク・おやつ調理（大学芋など）・防災訓練

12 頭の体操（振り返り）・クリスマス忘年会・正月飾り製作・防災訓練

1 書き初め・新年会・節分飾り製作・初詣ドライブ・防災訓練

2 節分（豆まき）・脳トレ・雛飾り製作・音楽クラブ・防災訓練
広報「ふれあい」発行

3 個別レク・調理（ホットケーキ）・ゲーム・脳トレ・防災訓練

※�誕生会は毎月個別に実施（希望があれば衣装を貸し出しドレスや着物など着用）
上記以外にも不定期でホール装飾作製や園芸等を実施
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（居宅介護支援）
ふれあいの里居宅介護支援事業所
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１．活動状況
 利用者一人ひとりの心身の状況および生活環境を踏まえ、本人・家族の意向を尊重した公

正中立なケアマネジメントの実践に努め、地域に根差した事業所としての役割を果たすべく取
り組みを行いました。

 ケアプラン作成においては、自立支援および重度化防止を意識し、医療機関や各サービス
事業所との連携強化とサービス担当者会議やモニタリングを通じてニーズの変化を的確に把握
し、適宜計画の見直しを行うことで、継続的かつ適切な支援の提供に努めました。さらに、
ICTの活用や業務の効率化を進めることで、多職種連携の円滑化と支援の質の向上につながり
ました。

地域包括ケアシステムの推進に向けては、関係機関との連携を深め、地域ケア会議への参加
や社会資源の活用を通じて、複合的な生活課題への対応に取り組み利用者が住み慣れた地域で
安心して生活を継続できるよう支援し、特定事業所として、情報共有と支援の質の向上に努め
外部研修や事例検討を通じて、多様化・複雑化するニーズへの対応力向上を図るとともに、困
難事例については多職種と連携し、組織的に対応しました。

運営面では、年度途中に経験豊富な介護支援専門員を採用したことにより、利用者数の増加
と稼働率の向上が見られ、収支面では前年度より改善し、目標に近づく成果となりました。

一方で、独居高齢者や支援困難ケース、入退院支援や緊急対応等により業務負担が増加して
おり、業務の効率化および支援体制の強化が今後の課題となりました。

２．研修報告� ※参考〔前年度計〕

月 日 研　　　修　　　内　　　容 参加人数

5 28 延岡市恒富南地域包括支援センター主催地域ケア個別会議
（延岡市） 1

6
2 居宅介護支援事業所共同事例検討会（延岡市） 3

22 精神疾患の病態・症状・治療法からケア手法（オンライン） 2

7
16 特定事業所加算算定要件　難病患者支援に関する事例検討会

（オンライン） 3

30 医療との連携強化による多職種勉強会（延岡市） 1

8 2 多重課題・困難事例から考える個別支援の研修会（日向市） 1

9

16 延岡市恒富南地域包括支援センター主催地域ケア会議
（延岡市） 3

19 特定事業所加算算定要件　難病対策・生活困窮者対策
（オンライン） 1

21 メンタルヘルス対策・ストレスマネジメントの実践
（オンライン） 1

11 10 居宅介護支援事業所共同事例検討会（延岡市） 3

1 20
延岡市恒富南地域包括支援センター主催　

3
南部地域基幹センターの役割と事例（延岡市）

3 2 居宅介護支援事業所共同事例検討会（延岡市） 3

計 25 〔28〕
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⑴　ケアプラン作成件数� ※参考〔前年度計〕

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

件数 80 82 81 82 81 84 86 89 87 106 105 106 1069 〔901〕

⑵　ケアプラン作成件数 （予防及び総合事業）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

件数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 〔12〕

⑶　サービス担当者会議件数（照会含む）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

件数 16 18 18 21 20 18 19 22 14 20 25 22 233 〔212〕

⑷　要介護度別登録者

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

43 40 11 8 2 104 〔80〕

⑸　要支援度及び総合事業対象別登録者

要支援１ 要支援２ 事業対象者 計

1 1 〔1〕

⑹　新規契約とサービス終了の状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

新規契約 3 6 2 1 2 5 5 6 1 23 5 5 64 〔44〕

終　了 6 4 4 3 2 3 3 2 4 6 3 40 〔34〕

終
了
の
内
訳

死亡 1 1 1 1 1 2 2 9 〔9〕

入院 2 1 1 1 2 1 2 2 1 13 〔12〕

その他 3 2 2 2 1 1 1 2 2 2 18 〔13〕

※ 1. その他：計画なし、入所、予防給付へ移行、転出・居宅変更等

３．各種報告�
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〔延岡市委託事業〕
（介 護 予 防 支 援）

延岡市恒富南地域包括支援センター
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１．活動状況
地域で暮らす高齢者やその家族等の身近な相談機関として、多様な相談に応じるとともに地

域住民や地域におけるニーズの早期発見と対応に努めました。
認知症高齢者やその家族に対しては、声かけや見守りなど地域全体で支援していく必要があ

ることから、認知症ケアパスの配布やオレンジカフェへの参加のほか、認知症地域支援推進員
と協働し初期集中支援チーム会議への参加等、認知症ケアの向上に資する取り組みを行いました。

また、権利擁護についても、中核機関との連携を図り、成年後見制度の周知や活用支援を行
いました。

さらに、介護予防の普及啓発や地域ケア会議の実施を通じて、住民の理解促進および地域課
題の共有・解決に向けた体制強化を図りました。

介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントにおいては、自立支援型地域ケア会議における
専門職の意見を反映するとともに自立支援、重度化防止を念頭に置き計画を作成し支援を行い
ました。

加えて、生活支援体制の整備や多職種連携の強化、各種研修への参加による専門性の向上を
進めるとともに、実習生の受け入れや業務の自己評価、ICT等の活用により、業務改善と対応
力の向上を図りました。

２．研修報告�

月 日 研　修　内　容 参加人数

5
9 介護予防ケアマネジメント研修会 1

16 延岡市介護支援専門員連絡会　第１回研修会 2

6

20 介護支援専門員　再研修 1

23 成年後見制度　市町村職員等基礎研修 1

30 地域包括支援センター新任職員研修（ZOOM） 1

7

7 高齢者虐待対応現任者研修（ZOOM） 1

18 認知症キャラバンメイト養成研修 1

28 高齢者虐待対応現任者研修（ZOOM） 1

30 地域支援事業実施要綱等の一部改正に係る市町村説明（ZOOM） 1

8 4 高齢者虐待対応現任者研修（ZOOM） 1

9
1 主任介護支援専門員更新研修　９月～１０月 2

19 介護予防マネジメント実践者研修（ZOOM） 1

10 28 全国地域包括・在宅介護支援センター研究大会（宮崎大会） 2

11
13 包括合同研修会 1

28 地域連携ネットワーク会議 1

2 2 宮崎県地域包括・在宅介護支援センター協議会　職員研修会 1

19 〔34〕
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月 日 会　　議　　名 月 日 会　　議　　名

4

3
4
10
17
〃

恒富南地区民生・児童委員協議会
恒富中地区民生・児童委員協議会
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）

10

1
2
3
14
16
〃

恒富南地区民生・児童委員協議会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
恒富中地区民生・児童委員協議会
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）

5

1
2
7
8
15
16
23

地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
恒富中地区民生・児童委員協議会
恒富南地区民生・児童委員協議会
スローシティーピアノ運営推進会議
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
地域連携ネットワーク会議

11

5
7
6
13
〃
18
20
〃

恒富南地区民生・児童委員協議会
恒富中地区民生・児童委員協議会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
スローシティーピアノ運営推進会議
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域連携ネットワーク会議
地域包括支援センター連絡会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）

6

4
5
6
16
19

恒富南地区民生・児童委員協議会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）

12

4
5
15
18
〃

自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
恒富中地区民生・児童委員協議会
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）

7

2
3
4
10
17
〃
〃

恒富南地区民生・児童委員協議会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
恒富中地区民生・児童委員協議会
スローシティーピアノ運営推進会議
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）

1

15
〃
〃
〃

スローシティーピアノ運営推進会議
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会

8
7
19
21

自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）

2

4
5
6
12
19
〃

恒富南地区民生・児童委員協議会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
恒富中地区民生・児童委員協議会
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）

9

2
3
4
11
〃
18
〃
26

恒富中地区民生・児童委員協議会
恒富南地区民生・児童委員協議会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
スローシティーピアノ運営推進会議
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
デイサービス青葉ずく運営推進会議

3

4
5
6
12
〃
19
26

恒富南地区民生・児童委員協議会
自立支援型地域ケア会議（ZOOM）
恒富中地区民生・児童委員協議会
スローシティーピアノ運営推進会議
南部地域基幹相談支援センターとの情報交換会
地域包括支援センター連絡会（ZOOM）
デイサービス青葉ずく運営推進会議

３．会議等の出席状況（延岡市）
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1. 延岡市委託事業
⑴　相談件数

相談延べ件数 相談実数
3,038 〔3,013〕 1,734 〔1,852〕

⑵　性別内訳

男性 女性 計
578 1,156 1,734 〔1,852〕

⑶　相談者続柄

本人 家族 関係機関 相談協力員 その他 計

1,259 211 242 18 4 1,734 〔1,852〕

⑷　相談方法

来所 電話 訪問 文書 計

40 894 792 8 1,734 〔1,852〕

⑸　相談内容

交　付　要　綱
要綱外 計介護保険

（契約者）
介護保険
（一般）

在宅福祉
サービス 保健・医療 施設入所 権利擁護 高齢者

虐　待
1,160 283 12 117 12 21 4 125 1,734 〔1,852〕

⑹　実態把握実績

相　談　内　容 実件数 延件数

区
　
分

介護保険に関する訪問（契約者） 628 854
相談業務に関する訪問 48 60
状況把握 477 621

計 1,153 1,535
〔1,257〕 〔1,597〕

⑺　地域ケア会議の開催状況

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
地域ケア個別会議 ※1 1 1 〔0〕
地域ケア推進会議 ※2 0 〔0〕

※1 は個別ケース検討に関する会議　　※2 はネットワーク形成等に関する会議

４．事業報告� ※参考〔前年度計〕
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２．介護予防支援

⑴　要支援者数

要支援１ 要支援２ 計
26 53 79 〔73〕

⑵　ケアプラン作成件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
件 数 77 77 76 72 72 75 76 79 76 81 81 79 921 〔968〕

（内委託） 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 28 〔61〕

3．総合事業

⑴　事業対象者数

事業対象者 要支援１ 要支援２ 計
2 20 20 42 〔35〕

⑵　ケアプラン作成件数

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計
件 数 35 35 37 35 37 37 37 38 41 38 38 42 450 〔429〕
（内委託） 2 2 2 2 1 9 〔10〕

⑻　出前講座開催状況

月 日 実　施　場　所 人数
5 2 片田自由ケ丘 22
6 22 鶴ケ丘 45
11 15 伊達 20
12 3 認知症カフェ　かたらんね jj 21

計 108 〔86〕
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生活支援
サービス 内　　　　　容 件数

公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス

配食サービス事業 1

高齢者日常生活用具給付事業

高齢者住宅改造助成事業

やむを得ない事由による措置事業

養護老人ホーム入所

高齢者紙おむつ等支給事業

成年後見制度利用支援事業

緊急通報システム 2

その他…認知症高齢者等見守り支援事業

　　　　リハビリテーション専門職派遣事業

　　　　ケアプリのべおか 4

計 7 〔11〕

予
防
給
付

介護予防訪問リハビリテーション

介護予防訪問看護 2

介護予防居宅療養管理指導

介護予防通所リハビリテーション 5

介護予防福祉用具貸与 16

特定介護予防福祉用具販売 10

介護予防短期入所 ( 生活介護・療養介護 ) 2

介護予防住宅改修 38

計 73 〔88〕

予
防
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

訪問型サービス 13

通所型サービス 23

訪問型サービス C( 短期集中予防 )

通所型サービス C( 短期集中予防 )

計 36 〔31〕

そ
　
の
　
他

居宅介護支援事業所仲介 54

介護保険施設の仲介 1

介護保険施設以外の仲介（有料老人ホーム・高専賃等） 2

医療機関仲介（入院・医療デイケア）

宅老サービス

介護機器 ( 用品 ) 購入仲介

介護機器個人ﾚﾝﾀﾙ仲介

民間配食ｻｰﾋﾞｽ 1

有償ボランティア ( 家政婦 ) 1

介護タクシー 2

日常生活自立支援事業

支援センター備品貸出 23

計 84 〔69〕

合　計 200 〔199〕

4．適用したサービス　（延件数）
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１．社会福祉法人地域貢献活動
「みやざき安心セーフティネット事業」を含め、具体的な相談案件がなかったため、当該

事業に基づく支援活動の実施には至りませんでした。

一方で、地域連携の一環として、市内小学校の行事（田植え・稲刈り）に際し、学校側の

要望を受け、児童に対して施設トイレの貸し出しを行いました。また、県外大学生による課

題履修の一環として、当施設利用者に向けたピアノ演奏の受け入れを実施しました。

２．支援活動実績

（1）みやざき安心セーフティネット事業

相談件数 経済的援助件数
0 0

〔0〕 〔0〕 〔前年度計〕

（2）社会福祉法人連携事業
　　※相談支援なし

３．研修会等の参加
「みやざき安心セーフティネット事業」等、研修会関係への出席はありませんでした。
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　　 社会福祉法人　ふれあい福祉会
〒 882-0876 宮崎県延岡市沖田町 2240 番地

TEL 0982-35-0005




